
■概要

[B_性能壁リスト.rvt]ファイルを利用して、性能壁凡例を編集・作成する方法について説明します。

必要となるのは[B_性能壁リスト.rvt]ファイルと、そのリストを使用したいプロジェクトデータです。

手順としてはまず始めに[B_性能壁リスト.rvt]を編集し、プロジェクトデータへ展開する流れとなります。

■[B_性能壁リスト.rvt]プロジェクトにて使用したい性能壁凡例を作成する方法

1.)[材料登録]と[両面壁]のツールが使えるようにするために、事前準備をする

[材料登録]ツールの起動のために必要なデータ

・[B_材料表.rfa] … ファミリカタログからロードする

[両面壁]ツールの起動のために必要なデータ

・[B_タグ_壁_壁符号_内側.rfa] … こちらは[B_性能壁リスト.rvt]に既にロード済み

・[B_タグ_壁_壁符号_外側.rfa] … ファミリカタログからロードする

・製図ビュー [B_材料記号_壁]

  … [B.共通]タブ → [メンテナンス]パネル → [テンプレート更新]ツールでBooT.oneテンプレートから挿入

2.)マテリアルを[材料登録]ツールにて編集・登録する

[材料登録]ツールの使用方法はツールヘルプをご覧ください。

既存のマテリアルを使用して材料登録する方法は 公開資料[材料表-既存マテリアルの活用方法.pdf] をご覧ください。

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/tobim.bootone.contents/help/pdf/ArInteriorMaterials.pdf


3.)登録したマテリアルを使用して性能壁を登録する

①[表示]タブ → [作成]パネル → [凡例▼] → [凡例]ツールにて新規の凡例ビューを作成する(スケール 1:20)

②プロジェクトブラウザ → ファミリ → 注釈記号 → [B_タグ_壁_凡例_性能壁]を選択し、凡例ビューに配置する

③配置した性能壁タグのプロパティ → [壁_チドリ]のチェックボックスを外す（チドリの設定がある場合はあとで行う)

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

ドラッグアンドドロップで凡例ビューに配置する

チェックを外す

(千鳥幅0mm)の表示がオフになる



④性能壁タグのプロパティに必要な情報を入力・設定する。

材料_M00～材料_M06に割り当てるマテリアルは必ず[材料登録]ツールで登録したマテリアルを使用する。

壁記号(壁_構造体)は頭文字がX,Y,Zと半角数字3桁までの組み合わせのみ可能。

X001 → 〇　Y01 → 〇

AK04 → ×　T-19 → ×

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

見本



Tips 性能壁タグの編集上の注意とプロパティの関連

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

[材料登録]ツールで登録したマテリアルを割り当てる

パラメータ[壁_構造体] は壁記号を表している

性能壁で設定できる記号は

X,Y,Z と 3桁までの数字の組み合わせ

(他のアルファベットの使用は不可)

壁タグ用のパラメータ

材料IDの表示がオフになる

躯体芯の表示がオフになる



4.)[両面壁]ツールで性能壁のタイプを追加する。

①作業用1FLのビューを開き、[建築]タブ → [構築]パネル → [壁▼] → [壁 意匠]ツールにて壁を配置する。

②[B.建築]タブ → [壁]パネル → [両面壁]ツールを起動し、構造体のプルダウンメニューで 3.)で作成した性能壁を

選択し、[OK]をクリックする。

③性能壁が生成され、プロジェクトブラウザ → ファミリ → 壁 → 標準壁に②で選択した性能壁のタイプが増える。

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

壁のタイプは単純構成の壁を選択(RC180など)

性能壁が生成される



5.)凡例を作成する

下図のように壁の凡例を作成します。

※壁の凡例の作成方法はツールヘルプをご覧ください。

6.)以上でカスタムした性能壁が完成となる

7.)完成した凡例をクリップボードにコピーする

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

マテリアルタグ

凡例コンポーネント

断熱材オブジェクト

繰り返し詳細

コンポーネント

左上から右下へドラッグアンドドロップして

凡例を選択する

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/tobim.bootone.contents/help/pdf/ArTwo-sidedWall.pdf


■カスタム作成した壁凡例をプロジェクトへ反映させる方法

1.)カスタム作成した性能壁を使用したいプロジェクトデータを開く

2.)[B.建築]タブ → [壁]パネル → [設定▼] → [性能壁登録]ツールを実行し、[A05_壁凡例]ビューを開く

3.)[修正]タブ → [クリップボード]パネル → [クリップボードから貼り付け]ツールで、壁凡例を貼り付ける

4.)材料情報を更新する

貼り付け先のプロジェクトに材料登録されていないマテリアルを使用した性能壁をコピーした場合は、

[B_性能壁リスト.rvt]から貼り付けされただけでは、貼り付け先のプロジェクトに材料登録されていません。

そのため、[材料登録]ツールを起動し、材料情報を更新する必要があります。

※貼り付け先のプロジェクトと[B_性能壁リスト.rvt]で使用するマテリアルが同じ場合は、材料情報の更新作業は不要です。

①[B.建築]タブ → [マテリアル]パネル → [マテリアル編集▼] → [材料登録]ツールを起動して、[OK]をクリックする。

⇒ 材料情報が更新される

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法



②材料表にマテリアルが反映される

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法



Tips 千鳥配置の性能壁を作る

千鳥配置の性能壁を作成する際は、性能壁の構造体の厚みを変更して登録する。

構造体の厚みを任意の数値にするには、[壁_チドリ]のパラメータにチェックを入れ、[材料_厚み]のパラメータに数値を入力する。

[壁_チドリ]にチェックが入ると、[材料_M03]に割り当てたマテリアルの厚みではなく、[材料_厚み]の数値が反映される。

千鳥配置の仕様に設定した性能壁を[両面壁]ツールで生成した場合、全体の壁厚も変更される。

■[B_性能壁リスト.rvt]のカスタム方法

[壁_チドリ]にチェックなし

[材料_M01 ～ 材料_M06]のマテリアルの材料厚みの

合計値が全体の壁厚となる。

①チェックを入れる⇒タグに千鳥幅の注記が表示される

②数値を入力する

⇒千鳥幅の注記の厚みに数値が反映される

性能壁の[材料_M03]の厚みとして認識される★1

[壁_チドリ]にチェックあり

[材料_M03]のマテリアルの材料厚みではなく、性能壁の[材

料_厚み]が反映され、全体の壁厚も変更される。

★1 性能壁[材料_厚み]に

入力した数値

材料_M00のマテリアルの材料厚み

材料_M01のマテリアルの材料厚み

材料_M02のマテリアルの材料厚み

材料_M04のマテリアルの材料厚み

材料_M05のマテリアルの材料厚み

材料_M06のマテリアルの材料厚み

材料_M03の

マテリアルの材料厚み

材料_M00のマテリアルの材料厚み

材料_M01のマテリアルの材料厚み

材料_M02のマテリアルの材料厚み

材料_M04のマテリアルの材料厚み

材料_M05のマテリアルの材料厚み

材料_M06のマテリアルの材料厚み

全体の壁厚 全体の壁厚

マテリアルの材料厚み ≒ 性能壁の[材料_厚み]


